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プロも使うYocto開発環境で初体験!

ラズパイ時代のレベルアップ! 
MyオリジナルLinuxの作り方

　前回（2017年4月号）は「液晶ディスプレイ対応版
Linux」を作成して，タッチ・パネル付き液晶ディス
プレイでグラフィックス表示できるようにしました

（写真1）．今回は，タッチ・パネルを使用できるよう
にします注1（図1）．

タッチ・パネル対応の仕組み

● 業界標準のコントローラIC&ドライバを使用
できる

　タッチ・パネルのコントローラ「XPT2046」（Shenzhen 
Xptek Technology社）は，「ADS7843」（テキサス・イ
ン ス ツ ル メ ン ツ ）と 互 換 性 が あ り， ド ラ イ バ も
ADS7843向けのものを使用することができます．
ADS7843はタッチ・パネル・コントローラの業界標
準になっており，XPT2046の他にも，UH7843（ZillTek 
Technology社）など互換性のあるコントローラが存
在します．

　ラズベリー・パイ3で使用するLinuxカーネルには，
ADS7846のデバイス・ドライバが実装されています．
型番が異なっているためややこしいですが，これを有
効化することでタッチ・パネルが使用できるようにな
ります．

● カーネル本体の変更不要! 標準デバドラをON
するだけ

　ADS7846のドライバは，デバイス・ツリー・オー
バレイの設定を変更することで，カーネル本体を変更
することなく，デバイス・ドライバを有効化すること
ができます．
　カーネルから読み込まれるdtb（デバイス・ツリー
Blob）ファイルはバイナリですので，変更があるたび
にコンパイルし直す必要があります．つまり，ハード
ウェアが追加されたり，差し替えられたりするごとに
dtbを作り直すことになります．
　ラズベリー・パイではHATと呼ばれる拡張ボードの
ように，GPIOヘッダにデバイスを装着することができ
るため，ハードウェアの構成が変更されることが考え
られます．毎回dtbファイルを作り直す手間を軽減す
るために，ラズベリー・パイでは，デバイス・ツリー・
オーバレイという仕組み（4）が実装されています．
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第1回　ラズパイ用最小Linuxを作る（2016年12月号）
第2回　Windows上でLinuxを作れる仮想PCの準備（2017年1月号）
第3回　Bluetooth版Linuxにする（2017年2月号）

三ツ木 祐介
タッチ・パネル対応版Linuxにする第6回

図1　タッチ・パネル液晶ディスプレイ対応版Linuxの実験構成
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注1：本稿で説明する方法はkrogothブランチを前提にしている．
masterブランチやmortyブランチを使用する場合は，本
稿の説明通りでは動かない．
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写真1　今回やること…ラズベリー・パイ用の自作Linuxからタッ
チ・パネル付き液晶ディスプレイを使えるようにする

http://www.kumikomi.net/interface/contents/201705.php
http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/booklist/series/Interface/
km017
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